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３－２ 将来の意向 

３－２－１  浪江町への帰還意向 

 

 

将来、浪江町の避難指示が解除された後の帰還意向については、「戻らないと決めている」が 52.6％と最

も高く、次いで、「まだ判断がつかない」が 28.2％、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」が 17.5％と

なっている。 

回答者の年齢別にみると、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、概ね年齢が高くなるにつれ割合が

高くなっており、70 代以上では 21.0％となっている。一方、「戻らないと決めている」は、10～20 代で

は 77.4％、30 代では 70.7％と 7 割を超えており、他の年齢に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－１－１ 浪江町への帰還意向（年齢別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 4,867

１０～２０代 n = 62

３０代 n = 304

４０代 n = 509

５０代 n = 881

６０代 n = 1,459

７０代以上 n = 1,589

17.5

11.3

5.9

12.0

17.5

18.1

21.0

28.2

11.3

23.4

32.0

33.5

29.7

23.8

52.6

77.4

70.7

55.6

48.7

51.3

51.1

1.7

-

-

0.4

0.3

0.9

4.1

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

問９ 将来、浪江町の避難指示が解除された後の浪江町への帰還について、現時点でどのようにお考えですか。

「1」から「3」の中から一つ選び、それぞれの質問にお答えください。（現在一緒にお住まいの家族の一部

だけでも戻りたいと考えている場合は「1」を選んでください）（○は１つ） 
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世帯構成別にみると、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、65 歳以上だけの世帯で 21.3％と高く

なっている。一方、「戻らないと決めている」は、18 歳未満のいる世帯で 63.2％と６割を超えており、高く

なっている。 

 

＜図表３－２－１－２ 浪江町への帰還意向（世帯構成別）＞ 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 4,867

１８歳未満のいる世帯 n = 943

６５歳以上だけの世帯 n = 1,387

17.5

12.9

21.3

28.2

23.6

26.5

52.6

63.2

48.9

1.7

0.2

3.2

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答
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職業別にみると、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、公務員が 30.9％と最も高く、次いで、自

営業・会社経営者（継続中もしくは再開済）が 26.5％、自営業・会社経営者（休業中）が 25.9％となって

いる。一方、「戻らないと決めている」は会社員（勤め人）（労務や外勤を主とする業務）（59.9％）、会社員

（勤め人）（事務や内勤を主とする業務）（57.6％）で高くなっている。 

 

＜図表３－２－１－３ 浪江町への帰還意向（職業別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 4,867

自営業・会社経営者

（継続中もしくは再開済）
n = 302

自営業・会社経営者

（休業中）
n = 232

会社員（勤め人）（事務や

内勤を主とする業務）
n = 380

会社員（勤め人）（労務や

外勤を主とする業務）
n = 558

団体職員 n = 55

公務員 n = 139

パート・アルバイト n = 231

学生 n = 5

無職（職を探していない） n = 2,154

無職（職を探している） n = 296

その他 n = 226

17.5

26.5

25.9

11.3

11.6

16.4

30.9

12.1

-

18.0

14.9

19.0

28.2

29.1

34.5

30.5

28.0

30.9

23.0

34.2

40.0

26.1

35.5

24.8

52.6

43.7

37.5

57.6

59.9

52.7

46.0

53.7

60.0

54.2

49.3

51.8

1.7

0.7

2.2

0.5

0.5

-

-

-

-

1.7

0.3

4.4

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答
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震災発生当時の住まいの行政区別にみると、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、小丸（46.2％）、

北幾世橋南（35.9％）、３区（33.3％）、北棚塩（31.0％）で３割強から４割強と高くなっている。 

 

＜図表３－２－１－４ 浪江町への帰還意向（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 

 

  

凡　例

(%)

全  体 n = 4,867

１区 n = 98

２区 n = 49

３区 n = 33

４区 n = 197

５区 n = 120

６区 n = 54

７区 n = 55

８区 n = 115

佐屋前 n = 130

川添北 n = 247

川添南 n = 197

上ノ原 n = 336

樋渡・牛渡 n = 259

高瀬 n = 144

幾世橋 n = 168

北幾世橋北 n = 144

北幾世橋南 n = 64

北棚塩 n = 58

南棚塩 n = 81

請戸北 n = 156

請戸南 n = 115

中浜 n = 40

両竹 n = 25

小丸 n = 26

畑川 n = 11

17.5

23.5

12.2

33.3

21.8

25.0

20.4

20.0

18.3

13.1

16.2

17.8

15.8

17.8

22.2

17.3

16.7

35.9

31.0

13.6

9.6

17.4

-

-

46.2

27.3

28.2

29.6

38.8

39.4

29.4

28.3

29.6

29.1

33.9

29.2

25.9

27.4

32.4

29.3

30.6

24.4

31.3

32.8

31.0

24.7

16.7

16.5

27.5

20.0

34.6

36.4

52.6

44.9

42.9

27.3

48.2

45.0

42.6

50.9

47.8

56.9

57.5

54.3

50.0

51.7

45.1

56.5

52.1

29.7

37.9

58.0

71.8

62.6

72.5

80.0

15.4

27.3

1.7

2.0

6.1

-

0.5

1.7

7.4

-

-

0.8

0.4

0.5

1.8

1.2

2.1

1.8

-

1.6

-

3.7

1.9

3.5

-

-

3.8

9.1

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答
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＜図表３－２－１－４ 浪江町への帰還意向（震災発生当時の住まいの行政区別）続き＞

 

 

 

  

凡　例

(%)

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

井手 n = 86

田尻 n = 229

末ノ森 n = 35

大堀 n = 90

小野田 n = 84

谷津田 n = 69

酒井 n = 59

室原 n = 151

立野上 n = 61

立野中 n = 72

立野下 n = 86

苅宿 n = 85

加倉 n = 182

酒田 n = 142

西台 n = 93

藤橋 n = 73

羽附 n = 26

津島 n = 89

下津島 n = 30

南津島上 n = 37

南津島下 n = 48

赤宇木 n = 63

手七郎 n = 22

大昼 n = 16

わからない n = 7

15.1

15.7

25.7

11.1

10.7

14.5

13.6

15.9

8.2

26.4

27.9

24.7

14.3

16.2

23.7

19.2

11.5

11.2

10.0

8.1

16.7

15.9

13.6

12.5

14.3

30.2

28.4

17.1

26.7

29.8

27.5

27.1

29.8

31.1

27.8

37.2

31.8

31.9

31.0

23.7

37.0

15.4

22.5

13.3

24.3

25.0

14.3

13.6

12.5

42.9

51.2

53.7

51.4

62.2

56.0

58.0

55.9

51.7

60.7

41.7

33.7

43.5

52.7

50.0

52.7

43.8

61.5

60.7

70.0

67.6

56.3

69.8

72.7

75.0

42.9

3.5

2.2

5.7

-

3.6

-

3.4

2.6

-

4.2

1.2

-

1.1

2.8

-

-

11.5

5.6

6.7

-

2.1

-

-

-

-
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主な避難先自治体別にみると、「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、二本松市、本宮市では 30.4％、

相馬市では 27.1％となっており、他の避難先自治体に比べやや高くなっている。 

 

＜図表３－２－１－５ 浪江町への帰還意向（主な避難先自治体別）＞ 

 
 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 4,867

いわき市 n = 693

相馬市 n = 118

南相馬市 n = 428

福島市 n = 825

郡山市 n = 411

二本松市 n = 450

本宮市 n = 450

福島県外 n = 1,298

17.5

15.7

27.1

23.6

19.4

12.2

30.4

30.4

11.2

28.2

29.3

22.9

29.9

28.5

29.0

30.0

30.0

26.4

52.6

54.3

47.5

44.4

50.3

57.7

37.1

37.1

60.7

1.7

0.7

2.5

2.1

1.8

1.2

2.4

2.4

1.7

すぐに・いずれ

戻りたいと考えている
まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答
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３－２－２  浪江町への帰還時期 

 
 

浪江町への帰還時期については、「すぐに戻りたい」が 30.7％と最も高く、次いで「いずれ戻りたい（数

年で帰りたい・５年以内）」が 28.1％、「いずれ戻りたい（年数では判断できない）」が 16.5％となってい

る。 

回答者の年齢別にみると、「すぐに戻りたい」は 70 代以上で 36.5％と、他の年齢に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－２－１ 浪江町への帰還時期（年齢別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 851

１０～２０代 n = 7

３０代 n = 18

４０代 n = 61

５０代 n = 154

６０代 n = 264

７０代以上 n = 334

30.7

14.3

27.8

26.2

27.3

27.7

36.5

28.1

28.6

16.7

21.3

31.8

28.4

27.8

11.8

-

27.8

14.8

16.2

14.0

6.9

16.5

14.3

11.1

24.6

18.8

18.9

12.6

7.2

42.9

16.7

11.5

5.2

4.9

7.8

5.9

-

-

1.6

0.6

6.1

8.4

すぐに戻りたい

いずれ戻りたい

（数年で帰りたい

・５年以内）

いずれ戻りたい

（当面帰れないが、

いずれ帰りたい・

５年以上）
いずれ戻りたい

（年数では

判断できない）

いずれ戻りたい

（分からない） 無回答

【問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－６ 浪江町へ戻る時期を教えてください。（○は１つ） 
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世帯構成別にみると、「すぐに戻りたい」は 65 歳以上だけの世帯が 35.1％と高くなっている。 

 

＜図表３－２－２－２ 浪江町への帰還時期（世帯構成別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 851

１８歳未満のいる世帯 n = 122

６５歳以上だけの世帯 n = 296

30.7

23.8

35.1

28.1

26.2

29.1

11.8

18.9

8.1

16.5

15.6

14.9

7.2

11.5

7.8

5.9

4.1

5.1

すぐに戻りたい

いずれ戻りたい

（数年で帰りたい・

５年以内） いずれ戻りたい

（当面帰れないが、

いずれ帰りたい・

５年以上）

いずれ戻りたい

（年数では

判断できない）

いずれ戻りたい

（分からない）
無回答

41



Ⅲ 調査結果 

 42

３－２－３  浪江町へ戻る場合の家族 

 
 

浪江町へ戻る場合の家族については、「家族一部での帰還を考えている」が 42.4％と最も高く、次いで「家

族全員での帰還を考えている」が 29.1％、「現在検討しているところ」と「まだ分からない」が合わせて 16.9％

となっている。 

回答者の年齢別にみると、「家族全員での帰還を考えている」は、70 代以上が 34.4％と高くなっている。

「家族一部での帰還を考えている」は 50 代が 53.2％と５割を超えている。 

 

＜図表３－２－３－１ 浪江町へ戻る場合の家族（年齢別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 851

１０～２０代 n = 7

３０代 n = 18

４０代 n = 61

５０代 n = 154

６０代 n = 264

７０代以上 n = 334

29.1

-

27.8

18.0

23.4

30.3

34.4

42.4

14.3

38.9

47.5

53.2

45.8

34.1

6.6

28.6

16.7

8.2

6.5

4.2

7.2

10.3

42.9

5.6

19.7

10.4

10.2

7.8

11.5

14.3

11.1

6.6

6.5

9.5

16.5

家族全員での

帰還を考えている

家族一部での

帰還を考えている
現在検討

しているところ
まだ分からない 無回答

【問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－２ 戻る場合に家族の全員か一部かについて教えてください。（○は１つ） 
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世帯構成別にみると、「家族全員での帰還を考えている」は、65 歳以上だけの世帯が 36.5％を占めるが、

18 歳未満のいる世帯では 7.4％と 1 割以下にとどまる。一方、「家族一部での帰還を考えている」は 18 歳

未満のいる世帯で 66.4％と高くなっている。 

 

＜図表３－２－３－２ 浪江町へ戻る場合の家族（世帯構成別）＞ 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 851

１８歳未満のいる世帯 n = 122

６５歳以上だけの世帯 n = 296

29.1

7.4

36.5

42.4

66.4

34.1

6.6

8.2

6.4

10.3

13.9

8.8

11.5

4.1

14.2

家族全員での

帰還を考えている

家族一部での

帰還を考えている
現在検討

しているところ
まだ分からない 無回答
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３－２－４  浪江町へ戻る場合の世帯構成・人数 

 

 

浪江町へ戻る場合の世帯構成については、「65 歳以上のいる世帯」（67.0％）、「18 歳以上 65 歳未満の

いる世帯」（56.2％）が 6 割前後と高く、「未就学児のいる世帯」、「小学生のいる世帯」、「中学生のいる世帯」、

「15 歳以上 18 歳未満のいる世帯」は 1％前後とほとんどいない。世帯人数については、「2 人」が 48.3％

と最も高く、次いで「1 人」が 26.6％、「3 人」が 15.4％となっている。 

 

＜図表３－２－４－１ 浪江町へ戻る場合の世帯構成・人数＞ 

 

 

 

  

未
就

学

児

（
小

学

校

入
学

前

）
の
い

る

世
帯

小
学

生

の

い
る

世

帯

中
学

生

の

い
る

世

帯

１
５

歳

以

上
１

８

歳
未

満

（
中

学

生

を
除

く

）
の

い
る

世

帯

１
８

歳

以

上
６

５

歳
未

満

の
い

る

世

帯

６
５

歳

以

上
の

い

る
世

帯

無
回

答

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
人

７
人

８
人

以

上

無
回

答

0.2 1.5 1.0 1.1

56.2

67.0

2.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 609

26.6

48.3

15.4

4.1 2.6 0.3 - - 2.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 609

世帯人数世帯構成

【問 9-2 で「1.家族全員での帰還を考えている」「2. 家族一部での帰還を考えている」と回答した方にうかがい
ます。】 

 問９－３ 戻る予定の家族の人数を教えてください。あなた自身を含めて、現在の年齢・学齢にあてはまる人数

でご回答ください。（人数で回答） 
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３－２－５  浪江町に帰還する場合に希望する職業 

（１）職業（就業形態） 

 

 

浪江町へ帰還する場合に希望する職業（就業形態）については､「自営業・会社経営者」が 15.0％と最も

高く、次いで「会社員（勤め人）（労務や外勤を主とする業務）」が 6.6％、「会社員（勤め人）（事務や内勤を

主とする業務）」が 6.4％となっている。また、「特に希望はない」は 12.8％、「働く予定はない」は 27.5％

となっている。 

回答者の年齢別にみると、「自営業・会社経営者」は、60 代（18.1％）、50 代（18.0％）、「会社員（勤

め人）（事務や内勤を主とする業務）」は、30 代（27.0％）、40 代（26.8％）、「会社員（勤め人）（労務や

外勤を主とする業務）」は、30 代（22.5％）、40 代（19.2％）が他の年齢に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－５－１ 浪江町に帰還する場合に希望する職業（年齢別）＞ 

 
 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 2,224

１０～２０代 n = 14

３０代 n = 89

４０代 n = 224

５０代 n = 449

６０代 n = 697

７０代以上 n = 712

自営業・

会社経営者

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員

公務員

パート・

アルバイト

シルバー

人材センター

地域貢献活動

（防犯パトロール

など）

特に

希望はない

働く予定はない

その他 無回答

15.0

7.1

11.2

14.3

18.0

18.1

10.4

6.4

21.4

27.0

26.8

9.4

1.3

0.4

6.6

7.1

22.5

19.2

13.6

2.6

0.4

0.8

-

1.1

3.1

1.8

0.1

0.1

2.9

28.6

11.2

10.7

4.5

0.4

0.4

4.2

7.1

4.5

6.7

8.2

4.0

0.8

3.4

-

-

-

0.9

5.3

4.6

3.3

-

-

0.4

4.7

5.6

1.3

12.8

14.3

6.7

8.9

17.6

16.8

8.1

27.5

-

3.4

3.1

11.4

30.6

46.1

3.4

14.3

4.5

2.7

3.3

3.6

3.2

13.7

-

7.9

4.0

6.7

11.6

24.0

【問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」「2.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

問９－１ あなたが浪江町に戻る場合に希望する職種を教えてください。 

（1） 職業（就業形態）（○は１つ） 
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（２）業種 

 

 

浪江町に帰還する場合に希望する業種については､｢建設業｣が 17.9％と最も高く、次いで｢農業｣が 11.9％、

｢製造業｣が 10.4％となっている。 

回答者の年齢別にみると、「建設業」は、60 代（23.8％）、「農業」は、60 代（19.5％）、70 代以上（30.1％）

が他の年齢に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－５－２ 浪江町に帰還する場合に希望する業種＞ 

 

＜図表３－２－５－３ 浪江町に帰還する場合に希望する業種（年齢別）＞ 
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0.2
1.7

0.5
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・

介
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教

育
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務

そ

の

他

無

回

答

全　体 873 11.9 0.2 1.7 0.5 17.9 10.4 4.2 2.4 1.0 3.6 0.2 3.6 0.7 8.1 0.6 0.2 2.9 2.2 2.6 5.4 7.2 12.5

１０～２０代 12 8.3 - - - - 25.0 8.3 - - - - 8.3 - - - - 8.3 - - 33.3 8.3 -

３０代 73 - - 1.4 - 19.2 13.7 9.6 1.4 - 1.4 - 2.7 - 6.8 - - 9.6 6.8 2.7 8.2 5.5 11.0

４０代 187 2.1 - 1.1 - 12.8 15.0 4.8 3.7 1.1 2.7 0.5 3.7 0.5 6.4 1.1 - 2.7 4.3 2.7 11.2 7.0 16.6

５０代 264 7.6 0.4 2.3 - 18.2 12.9 4.2 3.4 0.4 3.8 0.4 1.9 0.4 11.7 1.1 0.4 2.7 1.1 4.5 4.5 8.0 10.2

６０代 210 19.5 0.5 2.9 1.0 23.8 5.2 3.3 1.4 0.5 4.3 - 6.7 1.0 7.1 - 0.5 1.4 1.4 0.5 1.4 7.6 10.0

７０代以上 113 30.1 - - 1.8 15.0 3.5 0.9 0.9 4.4 4.4 - 1.8 1.8 7.1 - - 0.9 - 1.8 0.9 6.2 18.6

【問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」「2.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

問９－１ あなたが浪江町に戻る場合に希望する職種を教えてください。 

【問 9-1（1）で「1」から「6」、「11」と回答した方にうかがいます。】 

（2） 業種（○は１つ） 
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３－２－６  浪江町へ帰還する場合の住居形態 

 
 

浪江町へ帰還する場合の住居形態については、「元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む）」が 59.0％

と約６割を占め、次いで「新しくできる（災害）公営住宅」が 11.8％となっている。 

回答者の年齢別にみると、いずれの年齢でも「元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む）」が最も高い。 

 

＜図表３－２－６－１ 浪江町へ帰還する場合の住居形態（年齢別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 851

１０～２０代 n = 7

３０代 n = 18

４０代 n = 61

５０代 n = 154

６０代 n = 264

７０代以上 n = 334
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元の

民間賃貸住宅

（一戸建）
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民間賃貸住宅
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給与住宅

（社宅など）

家族の

どなたかの

お住まい・

実家

親戚・知人宅

その他

現時点では

判断できない

無回答
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13.1
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-

-
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2.5

-
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-
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0.6
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-
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8.2
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11.7

12.9

59.0

42.9

27.8

45.9

64.9

62.9

57.8

0.5
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-

-

0.6

0.4
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0.2

-

-

-

-

0.8
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0.2
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-

0.8
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-

-

-

-

2.2

14.3

5.6

6.6

3.2

1.9

0.9

0.2

-

-

-

-

0.4

0.3

0.6

-

-

1.6

-

0.8

0.6

3.1

-

11.1

4.9

3.2

1.9

3.3

8.0

28.6

-

3.3

4.5

6.8

11.1

【問 9 で「1.すぐに・いずれ戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－４ 帰還した場合のお住まいは、どのような形態を希望されますか。（○は１つ） 
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世帯構成別にみても、「元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む）」はいずれの世帯構成でも最も高くな

っている。 

 

＜図表３－２－６－２ 浪江町へ帰還する場合の住居形態（世帯構成別）＞ 
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＜図表３－２－６－３ 浪江町へ帰還する場合の住居形態（震災発生当時の住まいの行政区別）＞ 
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回

答

全  体 851 7.8 1.9 2.5 2.1 11.8 59.0 0.5 0.2 0.2 - 2.2 0.2 0.6 3.1 8.0

１区 23 - - 4.3 - 13.0 60.9 - - - - 8.7 - - 8.7 4.3

２区 6 16.7 - - - 16.7 66.7 - - - - - - - - -

３区 11 9.1 - - - 18.2 63.6 - - - - - - - - 9.1

４区 43 2.3 - - 2.3 14.0 53.5 - 2.3 - - 4.7 - 4.7 4.7 11.6

５区 30 3.3 - - 3.3 3.3 70.0 - - - - - - - 6.7 13.3

６区 11 - - 9.1 - - 72.7 - - - - 9.1 9.1 - - -

７区 11 - - 9.1 - 18.2 54.5 9.1 - - - - - - - 9.1

８区 21 14.3 - 4.8 - - 61.9 - - - - - - - 4.8 14.3

佐屋前 17 17.6 - - 5.9 5.9 58.8 - - - - - - - 5.9 5.9

川添北 40 2.5 2.5 2.5 2.5 22.5 57.5 - - - - - - - 2.5 7.5

川添南 35 5.7 2.9 2.9 8.6 8.6 65.7 - - - - 2.9 - - - 2.9

上ノ原 53 - - - 1.9 17.0 56.6 - - 1.9 - 1.9 - 1.9 5.7 13.2

樋渡・牛渡 46 10.9 - 2.2 - 15.2 50.0 2.2 2.2 - - 4.3 - - 8.7 4.3

高瀬 32 3.1 - - - 6.3 78.1 3.1 - - - 6.3 - - 3.1 -

幾世橋 29 17.2 - - 6.9 13.8 51.7 - - - - - - - 6.9 3.4

北幾世橋北 24 8.3 - - - - 83.3 - - - - - - - - 8.3

北幾世橋南 23 4.3 - - - 8.7 69.6 - - - - 4.3 - - - 13.0

北棚塩 18 5.6 - - - 5.6 72.2 - - - - - - - 5.6 11.1

南棚塩 11 - 27.3 - - 45.5 9.1 - - - - - - - 9.1 9.1

請戸北 15 20.0 13.3 20.0 - 40.0 - - - - - - - - - 6.7

請戸南 20 10.0 5.0 15.0 5.0 60.0 - - - - - - - - - 5.0

中浜 - - - - - - - - - - - - - - - -

両竹 - - - - - - - - - - - - - - - -

小丸 12 8.3 8.3 16.7 - - 41.7 - - - - - - - - 25.0

畑川 3 66.7 - - - - 33.3 - - - - - - - - -

井手 13 23.1 - - - 30.8 38.5 - - - - - - - - 7.7

田尻 36 16.7 2.8 2.8 2.8 5.6 61.1 - - - - 2.8 - 2.8 - 2.8

末ノ森 9 - - - - 11.1 66.7 - - - - - - 11.1 - 11.1

大堀 10 10.0 - 20.0 - - 50.0 - - - - - 10.0 - 10.0 -

小野田 9 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

谷津田 10 20.0 - - - - 70.0 - - - - - - - - 10.0

酒井 8 - 12.5 - - 12.5 75.0 - - - - - - - - -

室原 24 - - - 8.3 8.3 70.8 - - - - - - - 8.3 4.2

立野上 5 40.0 20.0 - - - 20.0 20.0 - - - - - - - -

立野中 19 5.3 5.3 - - 10.5 63.2 - - - - 5.3 - - - 10.5

立野下 24 12.5 - - 4.2 4.2 70.8 - - - - - - - - 8.3

苅宿 21 19.0 4.8 - 4.8 4.8 57.1 - - - - - - - 4.8 4.8

加倉 26 7.7 3.8 - 3.8 11.5 50.0 - - - - 7.7 - - 3.8 11.5

酒田 23 - 4.3 - - 4.3 73.9 - - 4.3 - - - - - 13.0

西台 22 - - 4.5 - 13.6 77.3 - - - - - - - - 4.5

藤橋 14 14.3 - - - 7.1 50.0 - - - - 14.3 - - - 14.3

羽附 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

津島 10 20.0 - - - - 50.0 - - - - 10.0 - - - 20.0

下津島 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

南津島上 3 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

南津島下 8 12.5 - 12.5 - 12.5 37.5 - - - - - - - - 25.0

赤宇木 10 - - 10.0 10.0 - 70.0 - - - - - - - - 10.0

手七郎 3 33.3 - - - 33.3 33.3 - - - - - - - - -

大昼 2 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -

わからない 1 - - - - - 100.0 - - - - - - - - -
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３－２－７  浪江町へ帰還する場合に元の持ち家以外を希望する理由 

 

 

浪江町へ帰還する場合に元の持ち家以外を希望する理由については、「元の住居が荒廃しているから」が

28.1％と最も高く、次いで「元の住居周辺に住む人が少ないと思うから」が 17.6％、「津波被災により災害

危険区域となったため住めないから」が 15.4％となっている。 

 

＜図表３－２－７－１ 浪江町へ帰還する場合に元の持ち家以外を希望する理由＞ 
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20%
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n = 221

問 9-4 で「1」から「5」と回答した方にうかがいます。 

 問９－５ 元の住居と違う場所を希望される理由は、何ですか。（○はいくつでも） 
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３－２－８  浪江町へ帰還する場合に不足していると感じる支援 

 

 

浪江町へ帰還する場合に今後の生活において必要な支援については、「買い物への支援」が 51.7％と最も

高く、次いで「住宅の修繕や建て替えへの支援」が 49.8％、「健康や介護に関する支援」が 47.9％となって

いる。 

回答者の年齢別にみると、50 代では「被ばく低減対策」（45.2％）、「雇用確保・就業支援」（28.6％）、

「子育てや学校教育への支援、生活交通の支援」（31.0％）が全体の割合に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－８－１ 浪江町へ帰還する場合に不足していると感じる支援＞ 

 

 

＜図表３－２－８－２ 浪江町へ帰還する場合に不足していると感じる支援（年齢別）＞ 
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【問 9-6 で「1.すぐに戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－７ 浪江町に戻る場合に、同封資料を見て不足していると感じるものを教えてください。 

（○はいくつでも） 
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世帯構成別にみると、18 歳未満のいる世帯では「健康や介護に関する支援」（55.2％）、「雇用確保・就業

支援」（31.0％）、「子育てや学校教育への支援、生活交通の支援」（31.0％）が全体の割合に比べ高くなって

いる。 

 

＜図表３－２－８－３ 浪江町へ帰還する場合に不足していると感じる支援（世帯構成別）＞ 
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３－２－９  浪江町へ帰還する場合にすぐにでもやりたいこと 

 

 

浪江町へ帰還する場合にすぐにでもやりたいことについて、159 世帯から回答があり、分類の結果、「住

まいや所有する施設の修理・片付け・手入れ」が 46 件と最も多く、次いで「農林漁業・畑仕事」が 26 件、

「仕事・事業（農林漁業以外）」が 19 件などとなっている。 

 

＜図表３－２－９－１ 浪江町帰還する場合にすぐにでもやりたいことの分類結果＞ 

 

 

上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［住まいや所有する施設の修理・片付け・手入れ］ 

 家と家財の手入れ。（40 代） 

 リフォームをやりたい。修繕をやりたい（現在、建物の除染が終わっていない）。（50 代）。 

 自宅と店が一緒になっているので、まず自宅そしてお店の片付け。（60 代） 

 

［農林漁業・畑仕事］ 

 農業の再開、事業拡大。（50 代） 

 除染後再測定してもらって、基準以下なら野菜や米を作る。（70 代以上） 

 米作りをやりたい。（60 代） 

 

［仕事・事業（農林漁業以外）］ 

 自営業の再開。（50 代） 

 仮設商業施設で飲食店を出店。（60 代） 

 工場を作って、建具業をしたいです。（60 代） 

 

 

  

住
ま
い
や
所
有
す
る
施
設
の

修
理
・
片
付
け
・
手
入
れ

農
林
漁
業
・
畑
仕
事

仕
事
・
事
業

（
農
林
漁
業

以
外

）

農
地
等
所
有
す
る
土
地
の

整
備
・
保
全

趣
味
や
娯
楽

（
園
芸

、
釣
り

、

山
菜
採
り

、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど

）

の
ん
び
り
・
ゆ

っ
く
り
過
ご
す

こ
と

、
落
ち
着
い
た
生
活

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

、

復
興
支
援

元
通
り
の
生
活

住
ま
い
の
確
保
・
新
築

求
職
活
動

そ
の
他

特
に
な
い
・
わ
か
ら
な
い
・

考
え
ら
れ
な
い

46

26
19

16 16
13 12

7
4 4

12
6

0件

50件

100件
n = 159

【問 9-6 で「1.すぐに戻りたい」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－８ 浪江町に戻ったら、すぐにでもやりたいことを教えてください。（自由記載） 
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３－２－10 浪江町へいずれ戻りたい場合の帰還時期を判断する条件 

 

 

浪江町へいずれ戻りたい場合の帰還時期を判断する条件については、「医療・介護などが整うこと」が

66.9％と最も高く、次いで「商業やサービス業などの施設が整うこと」が 59.3％、「元の家屋に住めるよう

になること」が 47.2％となっている。 

 

＜図表３－２－10－１ 浪江町へいずれ戻りたい場合の帰還時期を判断する条件＞ 
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【問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－９ 同封資料を見て戻る時期を判断する条件を教えてください。（○はいくつでも） 
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回答者の年齢別にみると、「元の家屋に住めるようになること」は 60 代（49.1％）、70 代以上（50.0％）

が他の年齢に比べ高くなっている。また、40 代では「住民の帰還がある程度進んでから」（45.5％）、「仕事

（事業再開を含む）ができるようになること」（38.6％）が他の年齢に比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－10－２ 浪江町へいずれ戻りたい場合の帰還時期を判断する条件（年齢別）＞ 
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世帯構成別にみると、65 歳以上だけの世帯は「鉄道やバス等の公共交通が整うこと」（42.4％）が全体の

割合に比べ高くなっている。一方、18 歳未満のいる世帯では「元の家屋に住めるようになること」（53.4％）、

「教育環境が整うこと」（25.0％）、「避難中の今の場所での子育てが終えるまで」（35.2％）が全体の割合に

比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－10－３ 浪江町へいずれ戻りたい場合の帰還時期を判断する条件（世帯構成別）＞ 
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３－２－11 浪江町への帰還を判断する上で必要と思う情報 

 

 

浪江町への帰還を判断する上で必要と思う情報については、「医療・介護の復旧時期の目途」が 62.2％と

最も高く、次いで、「どの程度の住民が戻るかの状況」が 50.1％、「商業やサービス業などの施設の復旧時期

の目途」が 48.1％となっている。 

 

＜図表３－２－11－１ 浪江町への帰還を判断する上で必要と思う情報＞ 
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20%
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【問 9 で「2.まだ判断がつかない」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－10 同封資料を見て浪江町へ戻ることを判断するために必要なことを教えてください。 

（○はいくつでも） 
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回答者の年齢別にみると、「どの程度の住民が戻るかの状況」は 60 代（57.3％）、「商業やサービス業など

の施設の復旧時期の目途」は 40 代（62.6％）、「働く場の確保の目途」は 30 代（66.2％）、40 代（52.1％）、

50 代（38.0％）、「学校などの教育環境の復旧時期の目途」は 30 代（47.9％）、40 代（30.1％）で高く

なっている。 

 

＜図表３－２－11－２ 浪江町への帰還を判断する上で必要と思う情報（年齢別）＞ 

 

 

  

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n = 1,373 n = 7 n = 71 n = 163 n = 295 n = 433 n = 378

医療・介護の復旧時期の目途

どの程度の住民が戻るかの状況

商業やサービス業などの施設の
復旧時期の目途

放射線量の低下の目途、除染成果の

状況

原子力発電所の安全性に関する情報

（事故収束や廃炉の状況）

放射線の人体への影響に関する情報

鉄道やバスなどの公共機関の
復旧時期の目途

受け取る賠償額の確定

元の住宅の住宅修繕に関する情報

住宅確保への支援に関する情報

働く場の確保の目途

中間貯蔵施設の情報

避難指示解除となる時期の目安に
関する情報

学校などの教育環境の復旧時期の

目途

その他

現時点で家族間の意見が分かれて
おり、帰還意向について回答できない

現時点ではどのような情報があれば
判断できるかわからない

無回答
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世帯構成別にみると、65 歳以上だけの世帯では「医療・介護の復旧時期の目途」（70.4％）が高くなって

いる。一方、18 歳未満のいる世帯では「商業やサービス業などの施設の復旧時期の目途」（55.2％）、「働く

場所の確保の目途」（38.6％）、「学校などの教育環境の復旧時期の目途」（39.0％）が全体の割合に比べ高い。 

 

＜図表３－２－11－３ 浪江町への帰還を判断する上で必要と思う情報（世帯構成別）＞ 

 

 

  

全　体 １８歳未満の

いる世帯

６５歳以上

だけの世帯

n = 1,373 n = 223 n = 368

医療・介護の復旧時期の目途
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原子力発電所の安全性に関する情報

（事故収束や廃炉の状況）

放射線の人体への影響に関する情報

鉄道やバスなどの公共機関の

復旧時期の目途

受け取る賠償額の確定

元の住宅の住宅修繕に関する情報

住宅確保への支援に関する情報

働く場の確保の目途

中間貯蔵施設の情報

避難指示解除となる時期の目安に

関する情報

学校などの教育環境の復旧時期の

目途

その他

現時点で家族間の意見が分かれて

おり、帰還意向について回答できない

現時点ではどのような情報があれば

判断できるかわからない

無回答
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３－２－12 現時点で戻らないと決めている理由 

 

 

現時点で戻らないと決めている理由について、【帰還の前提・健康に関わるもの】では、｢原子力発電所の安

全性に不安があるから」が 51.5％と最も高く、次いで「水道水などの生活用水の安全性に不安があるから」

が 46.5％、｢放射線量が低下せず不安だから｣が 42.6％となっている。 

【浪江町内の復旧状況に関わるもの】では、「医療環境に不安があるから」が 46.6％と最も高く、次いで

「生活に必要な商業施設などが元に戻りそうにないから」が 39.9％、「家が汚損・劣化し、住める状況では

ないから」が 36.2％となっている。 

【今後の生活に関わるもの】では、「避難先の方が生活利便性が高いから」が 35.6％と最も高く、次いで

「他の住民も戻りそうにないから」が 27.9％、「家族（親または子ども・孫）が帰らないから」が 27.2％と

なっている。 

 

 

＜図表３－２－12－１ 現時点で戻らないと決めている理由＞ 
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n = 2,559【帰還の前提・健康

に関わるもの】
【町内の復旧状況に関わるもの】 【今後の生活に関わるもの】

【問 9 で「3.戻らないと決めている」と回答した方にうかがいます。】 

 問９－11 同封資料を見て現時点で戻らないと決めている理由を教えてください。（○はいくつでも） 
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回答者の年齢別にみると、【帰還の前提・健康に関わるもの】では、「水道水などの生活用水の安全性に不安

があるから」は、30 代（60.5％）、40 代（60.4％）で６割を超えており、他の年齢と比べ高くなっている。 

【浪江町内の復旧状況に関わるもの】では、「生活に必要な商業施設などが元に戻りそうにないから」は、

40 代（53.4％）、「浪江町に戻っても仕事がなさそうだから」は、30 代（35.3％）、40 代（30.7％）、「教

育環境に不安があるから」は 10～20 代（29.2％）、30 代（44.7％）、40 代（39.6％）で他の年齢と比

べ高くなっている。 

【今後の生活に関わるもの】では、「高齢者・要介護者のいる世帯なので生活が不安だから」は、50 代

（25.9％）、60 代（23.5％）、70 代以上（32.0％）、「今の環境で子どもの教育を継続させたいから」は、

10～20 代（39.6％）30 代（46.5％）、40 代（47.7％）、「避難先で仕事を見つけているから」は、30 代

（36.3％）、40 代（27.6％）で他の年齢と比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－12－２ 現時点で戻らないと決めている理由（年齢別）＞ 
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世帯構成別にみると、【帰還の前提・健康に関わるもの】では、｢原子力発電所の安全性に不安があるから」、

「水道水などの生活用水の安全性に不安があるから」、「放射線量が低下せず不安だから｣について、18 歳未

満のいる世帯は５割以上であり、全体の割合と比べ高くなっている。 

【浪江町内の復旧状況に関わるもの】では、18 歳未満のいる世帯で「教育環境に不安があるから」（41.8％）

が、全体の割合と比べ高くなっている。 

【今後の生活に関わるもの】では、18 歳未満のいる世帯で「今の環境で子どもの教育を継続させたいから」

（53.2％）、「避難先で仕事を見つけているから」（22.5％）が、全体の割合と比べ高くなっている。 

 

＜図表３－２－12－３ 現時点で戻らないと決めている理由（世帯構成別）＞ 
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26.2

26.7

24.7

23.7

41.8

8.2

9.7

37.9

30.7

31.2

15.6

21.1

53.2

22.5

5.9

10.6

2.7

0% 50% 100%

43.4

35.3

35.0

42.0

32.0

28.5

30.2

20.9

16.7

3.4

3.8

6.5

6.6

26.7

22.6

21.1

27.7

14.6

0.7

1.2

2.1

12.4

7.2

0% 50% 100%
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３－２－13 浪江町へ帰還するうえで必要な職業 

（１）職業（就業形態） 

 

 

浪江町へ帰還するうえで必要な職業（就業形態）については､「自営業・会社経営者」が 12.1％と最も高

く、次いで「会社員（勤め人）（事務や内勤を主とする業務）」が 11.5％、「会社員（勤め人）（労務や外勤を

主とする業務）」が 7.8％となっている。また、「特に希望はない」は 18.6％となっている。 

回答者の年齢別にみると、30 代では、「公務員」（12.5％）、「パート・アルバイト」（6.3％）が他の年齢

に比べ高くなっている。 

 

 

＜図表３－２－13－１ 浪江町へ帰還するうえで必要な職業（年齢別）＞ 

 

 

  

凡　例

(%)

全　体 n = 628

１０～２０代 n = 10

３０代 n = 80

４０代 n = 107

５０代 n = 141

６０代 n = 177

７０代以上 n = 111

12.1

10.0

3.8

14.0

9.9

15.8

13.5

11.5

40.0

20.0

18.7

17.7

2.3

1.8

7.8

10.0

15.0

12.1

12.1

3.4

-

1.0

-

3.8

0.9

1.4

-

-

3.2

-

12.5

4.7

-

1.7

1.8

2.5

-

6.3

1.9

3.5

2.3

-

0.6

-

1.3

-

0.7

1.1

-

1.4

-

-

-

2.1

3.4

-

18.6

10.0

17.5

21.5

16.3

18.6

20.7

11.6

-

6.3

8.4

14.2

13.0

13.5

29.6

30.0

13.8

17.8

22.0

38.4

48.6

自営業・

会社経営者

会社員（勤め人）

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員（勤め人）

（労務や外勤を

主とする業務）

団体職員

公務員

パート・

アルバイト

シルバー

人材センター

地域貢献活動

（防犯パトロールなど）

特に希望はない

その他

無回答

【問 9-11 で「4」から「6」と回答した方にうかがいます。】 

問９－12 町内でどのような職種に就くことができれば、浪江町に戻りたいと思いますか。 

（1） 職業（就業形態）（○は１つ） 

63



Ⅲ 調査結果 

 64

 

（２）業種 

 

 

浪江町へ帰還するうえで必要な業種については､｢製造業｣が 13.5％と最も高く、次いで｢サービス業（他に

分類されないもの）｣が 9.3％、｢建設業｣が 9.0％となっている。 

回答者の年齢別にみると、「農業」は、60 代（19.1％）、70 代以上（23.5％）が２割前後と高くなって

いる。「建設業」は、50 代（12.0％）、60 代（10.3％）が１割以上と高くなっている。 

 

＜図表３－２－13－２ 浪江町へ帰還するうえで必要な業種＞ 

 

 

＜図表３－２－13－３ 浪江町へ帰還するうえで必要な業種（年齢別）＞ 
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答

8.7

1.0 1.0 -
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13.5
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3.5

0.6

4.2
2.2

9.3

- 1.0
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0.6
2.6 3.5 3.5

26.0
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30%

40%
n = 312
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医

療

福

祉

・

介

護

教

育

公

務

そ
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他

無

回

答

全　体 312 8.7 1.0 1.0 - 9.0 13.5 3.2 1.3 1.3 3.5 0.6 4.2 2.2 9.3 - 1.0 4.2 0.6 2.6 3.5 3.5 26.0

１０～２０代 6 - - - - - 16.7 - - - - - 16.7 - 16.7 - - 16.7 - - - - 33.3

３０代 54 - - - - 9.3 16.7 7.4 - - 1.9 - 3.7 1.9 9.3 - 1.9 7.4 1.9 3.7 7.4 1.9 25.9

４０代 65 3.1 - 1.5 - 4.6 16.9 6.2 1.5 - 6.2 - 6.2 3.1 9.2 - - 6.2 - 3.1 3.1 1.5 27.7

５０代 83 3.6 1.2 1.2 - 12.0 16.9 2.4 2.4 - 3.6 2.4 1.2 2.4 9.6 - 1.2 1.2 1.2 2.4 2.4 6.0 26.5

６０代 68 19.1 1.5 1.5 - 10.3 5.9 - 1.5 2.9 4.4 - 7.4 1.5 8.8 - 1.5 2.9 - 1.5 1.5 1.5 26.5

７０代以上 34 23.5 2.9 - - 8.8 8.8 - - 5.9 - - - 2.9 8.8 - - - - 2.9 5.9 8.8 20.6

【問 9-11 で「4」から「6」と回答した方にうかがいます。】 

問９－12 町内でどのような職種に就くことができれば、浪江町に戻りたいと思いますか。 

【問 9-12（1）で「1」から「6」、「10」と回答した方にうかがいます。】 

（2） 業種（○は１つ） 
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３－２－14 帰還しない場合に居住を希望する自治体 

 

 

帰還しない場合に居住したい自治体については、「福島県外」が 19.4％と最も高く、次いで「いわき市」

が 14.0％、「福島市」が 12.0％となっている。 

世帯構成別にみると、「福島県外」は 18 歳未満のいる世帯で 26.2％と、全体の割合と比べ高くなってい

る。 

 

＜図表３－２－14－１ 帰還しない場合に居住を希望する自治体＞ 

 

 

＜図表３－２－14－２ 帰還しない場合に居住を希望する自治体（世帯構成別）＞ 
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回

答

14.0

1.8

10.6

0.1 0.0 - 0.4

12.0

7.6

1.0 0.6

5.1

0.3 0.5
2.2

0.9 0.3 0.8 0.3 0.3 0.6 0.1 0.0
0.9

19.4

4.0

16.1

0%

10%

20%

30%
n = 4,472

凡　例

(%)

全　体 n = 4,472

１８歳未満のいる世帯 n = 907

６５歳以上だけの世帯 n = 1,223

14.0

16.5

12.3

10.6

5.8

12.7

12.0

10.6

13.1

7.6

7.3

6.5

5.1

4.5

6.7

2.2

1.8

2.6

19.4

26.2

15.6

9.0

12.4

8.3

4.0

4.1

2.6

16.1

10.8

19.6

いわき市 南相馬市 福島市 郡山市 二本松市 本宮市

福島県外

その他の市町村

決めかねている

無回答

【問 9 で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうか

がいます。】 

 問９－13 帰還しない場合または帰還するまでの間、今後、居住を希望する市町村（現在のお住まいのままの

方は現在の市町村）はどちらですか。その市町村を教えてください。（○は１つ） 
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現在の主な避難先自治体別にみると、いずれの自治体も避難先での居住を希望する割合が最も高いが、い

わき市に避難している世帯の 82.5％が同じ「いわき市」、南相馬市に避難している世帯の 77.0％が同じ「南

相馬市」、郡山市に避難している世帯の 78.4％が同じ「郡山市」での居住を希望しており、他の避難先自治

体と比べ、避難先自治体に継続して居住を希望する割合が高い。 

 

＜図表３－２－14－３ 帰還しない場合に居住を希望する自治体（主な避難先自治体別）＞ 
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福島市 n = 754

郡山市 n = 389

二本松市 n = 379

本宮市 n = 161

福島県外 n = 1,237

14.0

82.5

-

0.5

1.9

2.1

4.0

2.5

2.8

10.6

1.4

13.6

77.0

6.9

1.0

10.3

9.9

2.7

12.0

0.6

-

0.3

67.1

0.3

1.6

0.6

0.6

7.6

-

1.0

1.0

0.8

78.4

1.3

5.0

0.8

5.1

-

-

0.3

0.5

-

55.1

2.5

0.5

2.2

0.2

-

-

-

-

1.1

55.9

0.2

19.4

1.5

1.9

1.8

1.5

0.8

1.1

1.2

65.9

9.0

0.3

57.3

2.3

0.9
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23.3

15.2
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13.9
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16.1

16.4

いわき市 南相馬市 福島市 郡山市 二本松市 本宮市

福島県外

その他の市町村

決めかねている

無回答
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３－２－15 帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態 

 

 

浪江町へ帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態については、「持ち家（一戸建）」が 44.5％

と最も高く、次いで「公営住宅」が 11.0％、「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 5.2％となっている。 

回答者の年齢別にみると、「民間賃貸住宅（集合住宅）」は若年層で高く、10～20 代が 16.4％、30 代が

12.7％となっている。一方、「公営住宅」は高齢層で高く、60 代が 11.4％、70 代以上が 13.9％となって

いる。 

 

＜図表３－２－15－１ 帰還しない場合に今後の住まいとして希望する住居形態（年齢別）＞ 
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１０～２０代 n = 61

３０代 n = 299

４０代 n = 490

５０代 n = 835

６０代 n = 1,357

７０代以上 n = 1,374
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2.3
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2.8

1.6

2.7

3.7

4.3

2.7

1.8

5.2

16.4

12.7

8.4

5.4

3.9

3.4

11.0

8.2

7.0

7.1

9.5

11.4

13.9

0.4

6.6

1.3

0.8

0.4

-

0.1

2.1

1.6

1.7

2.0

1.2

1.8

3.1

0.5

-

-

0.2

0.5

0.1

1.0

0.6

-

-

0.2

0.4

0.4

1.3

4.0

4.9

7.7

6.3

3.2

3.9

2.8

26.5

18.0

15.1

19.6

24.0

28.0

31.4

持ち家

（一戸建）

持ち家

（集合住宅）

民間賃貸住宅

（一戸建）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

給与住宅

（社宅など）

家族のどなたかの

お住まい・実家

親戚・知人宅

その他

現時点では

判断できない

無回答

【問 9 で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうか

がいます。】 

 問９－14 帰還しない場合または帰還するまでの間、今後のお住まいとして、希望する（既に居住している場

合を含む）住宅はどのような形態ですか。（○は１つ） 
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３－２－16 帰還しない場合に必要な支援 

（１）浪江町との関係 

 

 

帰還しない場合の浪江町との関係については、「移転した場所に住みながら、定期的に浪江町に行き来した

い」が 61.0％と最も高く、次いで「浪江町の地域活動や行政に協力していきたい」が 19.3％、「浪江町の祭

事などに参加したい」が 18.0％となっている。 

回答者の年齢別にみると、「移転した場所に住みながら、定期的に浪江町に行き来したい」は、すべての年

齢で高くなっている。「浪江町の祭事などに参加したい」は、10～20 代が 26.2％と、他の年齢に比べ高く

なっている。 

 

＜図表３－２－16－１ 浪江町との関係＞ 

 

 

＜図表３－２－16－２ 浪江町との関係（年齢別）＞ 
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61.0

19.3 18.0

11.0

3.8 4.5

25.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
n = 4,472

全　体 １０～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

n = 4,472 n = 61 n = 299 n = 490 n = 835 n = 1,357 n = 1,374

移転した場所に住みながら、定期的に
浪江町に行き来したい

浪江町の地域活動や行政に協力して

いきたい

浪江町の祭事などに参加したい

ふるさと納税などで協力していきたい

浪江町との関係性はなくてもよい

その他

無回答

61.0

19.3

18.0

11.0

3.8

4.5

25.7

0% 50% 100%

52.5

9.8

26.2

11.5

9.8

6.6

13.1

0% 50% 100%

52.8

14.4

18.7

14.0

11.0

5.4

18.1

0% 50% 100%

62.0

13.9

16.1

11.0

5.3

4.1

20.4

0% 50% 100%

63.7

18.2

14.4

8.5

4.0

3.8

23.8

0% 50% 100%

64.5

23.2

19.5

11.3

2.3

3.2

26.2

0% 50% 100%

57.7

19.4

18.6

11.5

3.0

6.2

30.8

0% 50% 100%

【問 9 で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうか

がいます。】 

 問９－15 帰還しない場合または帰還するまでの間、浪江町との関係や必要な支援について教えてください。 

（1） 浪江町との関係（〇はいくつでも） 
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（２）必要な支援 

 

 

帰還しない場合に必要な支援については、「浪江町の情報の提供」が 60.2％と最も高く、次いで「賠償請

求に関する支援」が 48.2％、「住宅再建の支援情報の提供」が 23.0％となっている。 

回答者の年齢別にみると、「賠償請求に関する支援」は、30 代（54.5％）、40 代（53.7％）で５割を超

え高くなっている。「交流の場の開催」は、60 代（20.6％）、70 代以上（22.4％）で２割以上となってい

る。 

 

＜図表３－２－16－３ 必要な支援＞ 

 

 

＜図表３－２－16－４ 必要な支援（年齢別）＞ 
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【問 9 で「2.まだ判断がつかない」「3.戻らないと決めている」、問 9-6 で「2」から「5」と回答した方にうか

がいます。】 

 問９－15 帰還しない場合または帰還するまでの間、浪江町との関係や必要な支援について教えてください。 

（1） 必要な支援（〇はいくつでも） 
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３－２－17 震災発生当時の居住地域に望む将来の姿 

 

 

震災発生当時の居住地域に望む将来の姿について、1,703 世帯から回答があり、分類の結果、「元通りの地

域の姿に戻っている・被災の形跡が無くなっている」が 225 件と最も多く、次いで「除染の取組みが行き届

いている、放射能の心配がない」が 167 件、「安心・安全や、住みたくなる生活環境がある」が 134 件など

となっている。 

なお、分類の結果、設問の趣旨に沿っていない内容である「その他」が 352 件と多くなったため、「その

他」の内容を再分類した。「今後についての心境・考え」が 105 件と最も多く、次いで「現在の状況報告・

心境・考え」が 96 件、「行政や東電への要望・意見・質問（帰還施策以外）」が 70 件などとなっている。 

 

＜図表３－２－17－１ 震災発生当時の居住地域に望む将来の姿の分類結果＞ 

 

 

 

＜図表３－２－17－２ 震災発生当時の居住地域に望む将来の姿の分類結果（その他の再分類）＞ 
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 問９－16 震災前に浪江町でお住まいだった地区について、将来、望む姿について教えてください。 

（自由記載） 
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上位項目についての主な意見は以下のとおり。 

 

［元通りの地域の姿に戻っている・被災の形跡が無くなっている］ 

 震災前と同じ状態に戻ってほしい。（10～20 代） 

 破損した家を街並みから早くなくして、解体してほしい。復興がまだ続いているような気持ちになる。更

地の方がまだ良いと思う。（60 代） 

 元の姿には戻れないと思うが、それに近いような「形」にしてほしい。（70 代以上） 

 

［除染の取組みが行き届いている、放射能の心配がない］ 

 全てを除染して震災前の放射線レベルに戻してほしい。（30 代） 

 放射量、飲み水等の心配が全く心配のない町。（50 代） 

 山や水田、畑等すべての除染を済ませ山菜やキノコが自由に食べられる事を願う。（70 代以上） 

 

［安心・安全や、住みたくなる生活環境がある］ 

 元の浪江町の様に住みやすく、更に利便性が良くなればいいと思う。（30 代） 

 きちんと整備された安全な地区になってほしい。（40 代） 

 人口が２割程度になったとしても、便利で環境が良く、誰もが幸せそうに暮している町であってほしい。

新しい日本のモデルの町を目指してほしい。（70 代以上） 
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